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国
文
白
百
合
投
稿
規
定

一

、
本
誌
へ
の
投
稿
資
格
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
採
否
に
は
、
本
誌
編
集
委

　

員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
枚
数
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　

用
紙
三
十
枚
を
原
則
と
し
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

一
、

投
稿
論

文
は
、
正
副
合
わ
せ
て
二
部
お

　

送
り
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
。

一

、
本
誌
四
十
九
号
（
平
成
三
十
年
三
月
刊

　

行
予
定
）
の
投
稿
締
切
は
、
平
成
二
十

　

九
年
九
月
二
十
五
日
で
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
送
付
先
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
科
研
究
室
で
す
。

編
集
　
後
　
記

　
「
国
文
白
百
合
」
4
8
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。　

論
考
、
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
八
篇
を
掲
載
し
た

本
号
は
、
白
百
合
女
子
大
学
が
文
学
部
、
人
間

総
合
学
部
の
二
学
部
体
制
に
な
っ
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
初
年
度
の
刊
行
号
で
も
あ
り

ま
す
。
文
学
と
は
何
か
、
国
文
学
研
究
と
は
何

か

と
い
う
こ
と
が
改
め
て
問
わ
れ
る
中
、
読
者

の

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
学
術
専
門
誌
で
あ

り
続
け
た
く
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま

す
。　

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
す
べ
て
の

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
隆
史
）
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百
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4
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非
売
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発
行
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